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広 報 広 聴 特 別 委 員 会 会 議 録 

 

 平成30年７月６日 

  午前10時00分 開会 

  午前10時10分 閉会 

 

１．出席委員 

   委 員 長  蟹 井 智 行     副委員長  郷右近  修 

   委  員  富 永 秀 一     委  員  清 水 義 昭 

   委  員  ふじえ 真理子     委  員  鵜 飼 貞 雄 

   委  員  近 藤 千 鶴     委  員  早 川 直 彦 

   委  員  毛 受 明 宏 

   議  長  杉 浦 光 男 

２．欠席委員 

   なし 

３．職務のため出席した議会事務局職員の職、氏名 

 
   議 会 事 務 局 長         鈴 木 美智雄   議 事 課 長  近 藤 恒 明 
 
   議 事 課 長 補 佐         水 野 美 樹   議 事 課 主 事         荻   正 幸 
   兼議事担当係長        
 

４．説明のため出席した者の職、氏名 

   なし 

５．傍聴議員 

   なし 

６．傍聴者 

   なし 
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午前１０時開会 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） おはようございます。定刻に御出席いただきま

して、ありがとうございます。 

 定足数に達しておりますので、ただいまから広報広聴特別委員会を開会いたします。 

 議長、御出席ですので、御挨拶をお願いします。 

○議長（杉浦光男議員） おはようございます。 

 委員会の運営についてという重要な議題が１、２、３と並んでおりますもんで、よろし

くお願いいたします。 

 以上です。 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） ありがとうございました。 

 本日の傍聴については、申し合わせに従い15名以内とし、委員長において一般傍聴者の

入室を許可いたします。今のところ、ありません。 

 これより本日の会議を開きます。 

 初めに、議題１、委員会の運営について、議会だよりの編集についてを議題といたしま

す。 

 議会だよりの編集については、特別委員会が主体となり担当しますが、次の229号から231

号の編集、校正などの実作業は、この協議会で行うことで御異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） 御異議なしと認めます。よって、議会だよりの

編集は、特別委員会が主体となり、229号から231号の実作業は協議会で行うことといたし

ます。 

 議会だよりの編集について、ほかによろしいですか。 

（進行の声あり） 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） ありがとうございます。 

 それでは、次に、（２）議会報告会についてを議題といたします。 

 議会報告会については、平成25年から取り組み始め、会場、開催曜日、時間帯を試行錯

誤しながら進めてきました。 

 本年度は、昨年までと同じ議会報告会の内容をもとに、新たに土曜日の午前開催として、

議会日程や会議、視察などを考慮し、平成30年11月17日土曜日午前に実施したいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） 御異議なしと認めます。 
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 開催場所については、参加人数、現状の予約状況から、昨年と同様の豊明勤労会館とし

たいが、御異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） ありがとうございます。御異議なしと認めます。 

 当日の進行スケジュール、役割分担、準備、広報、啓発などの実施方法については、こ

の後の協議会にて協議をすることとしてよろしいですか。 

（異議なしの声あり） 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） 御異議なしと認めます。 

 また、来年度以降の議会報告会の企画、計画についても、協議会にて協議したいと思い

ますが、よろしいでしょうか。 

（異議なしの声あり） 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） 御異議なしと認めます。 

 次に、（３）子ども議会と議場コンサートの企画についてを議題とします。 

 昨年実施しました子ども議会と４回実施した議場コンサートについては、現段階では次

の開催が決まっていません。昨年参加された子どもたちからは、毎年は難しくとも、計画

的な開催ができないかという声が寄せられています。 

 そこで、子ども議会を広報広聴特別委員会の所管ということでできないか、次回の議会

改革推進協議会に諮ることを提案したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 富永委員。 

○富永秀一委員 もう所管としてやっていきたいという意思表示をされたほうがよいかと

思います。諮る場というよりは、こちらでそういうふうに決めたんですけど、それでいい

ですかという了承を受けたほうがいいかと思います。 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） 今の富永委員の御意見でよろしいでしょうか。 

○富永秀一委員 子ども議会については、広報広聴委員会の所管として……。 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） やっていくということでよろしいですか。 

○富永秀一委員 やりたいということを推進協のほうで表明すると、それで了承を得ると

いう形にしていただきたい。そこで諮るというよりは、そういうふうにやっていきたいと

いう形でいっていただいたほうがよいと……。 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） それで了承を得るということですね。 

 早川委員。 

○早川直彦委員 子ども議会は今年度は、毎年は開催しないということですので、子ども

議会に関しては、今後どういう方向性があるかということをこの委員会の中で、方向性は
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こういうふうのがいいんですかと提案するぐらいまでしか多分できないと思う。今年度は

やらないわけだし。 

 別の、子ども議会にかわる主権者教育として、例えば高校生と話し合いをするとか、若

者と何かカフェをやるとかというんだったら、これはまた別の企画となりますので、子ど

も議会を今年度に復活させようというのは、もう決まっていることだから、これはもうな

しですので、そこがちょっと気になる点と。 

 議場コンサートも、これも今年度中に、何かほかの企画で、どこかとコラボしてやれる

とか、議会開催中でなくても、これは、もしそういうことができるんだったら、ここで協

議して、できれば決めていけばいいと思いますので。 

 ちょっとその説明が違うと、説明の仕方を怠ると、決まったのに何でまた差し戻しにな

るのってなりますので、ちょっとその辺は、委員長、どのように考えているのか説明お願

いします。 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） 今年度はやらないということは事前にお話をし

て、今後、子ども議会をやるに当たっては、この広報特別委員会の所管とさせていただく

ということでよろしいでしょうかということを確認したいと思います。 

 早川委員。 

○早川直彦委員 特別委員会は今期だけですので、だからそこが、またやりたいの、決ま

っているのにともとれちゃうから、その辺のニュアンスというのか……。 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） 今後の方向性だね。 

○早川直彦委員 そういうことを、そうそうそう。ということです。お願いします。 

 もう一点。 

（発言する者あり） 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） はいはい、はいはい。 

 早川委員。 

○早川直彦委員 そういうところ、方向性で、ちょっと説明、お気をつけください。お願

いします。 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） はい。 

 ほかに御意見ありますか。 

（進行の声あり） 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） 御異議なしとして、次、議題の２、その他に入

ります。 

 １点目、この特別委員会の会議録は全文筆記、次にやる協議会は要点筆記としてよろし
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いでしょうか。 

（異議なしの声あり） 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） 御異議なしと認めます。 

 ２点目、特別委員会の会議の様子は、ここでやりますので、ユーチューブでのネット放

映とすることとしてよろしいでしょうか。 

（異議なしの声あり） 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） 御異議なしと認めます。 

 ３点目、来年３月定例月議会にここの中間報告をさせていただいて、議員任期末までは

活動を続けて、最終報告は、これから皆さんとお話しして決めていくということでよろし

いでしょうか。 

 早川委員。 

○早川直彦委員 基本的には３月の議会でほぼ95％ぐらいは終わっているのかなと思いま

すので、そこで報告で、プラスアルファ、議会だよりのその号の最終のところで、それを

プラス、つけ加えるという形でよろしいんじゃないですかね。 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） 富永委員。 

○富永秀一委員 ほかがどうしているのかというのは、まだ調べている途中なんですけど、

例えば流山市議会の場合には、任期が終わる、選挙前の、４月26日に選挙があるんですけ

ど、４月９日に、最後の議会だよりの編集をやっているんですね。 

 そこの場合、どうやっているのかと思って、報告だとか、あるいは、その次の任期が終

わった後の、協議会の設立のとき、どういうふうにしているのかなと思ったら、本会議の

議事録を見てもどこにも載っていないんです。だから、どういう形でやっているのか、ま

だちょっとわからなくて。なので、そういうところもある。多くは、そういう場合には３

月末に報告をやっています。だけど、そこのを見ると、議会だよりがほぼ、恐らく事務局

さんがつくっているかなというところなんですね。なので、議員が主体的に、我々のよう

にやっているところでどうやっているのか。恐らく流山がそうなんだけど、どうやってい

るのかがちょっといま一つわかっていないので、もう少し、どうやっていくという結論は

先送りをしてほしいなと。そういうところがわかってからにしてほしいなというふうに思

います。 

 ちなみに、もう少し調べてみると、特別委員会の設立とかと終わるところをどうするか

というのは、いろんな方法があるみたいで、例えば任期が切れたら、これは報告などとか

関係なく、消滅することになっていたりとか、なので、必ずしも報告で終わるとは限らな

い。十通りぐらい、何かある……。 
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（結構ありますの声あり） 

○富永秀一委員 あるらしいので、なので、どういう形でやるのがスマートなのかという

ことも含めて、もうちょっと結論は先送りしてほしいと思います。 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） ほかに御意見ありますか。 

 早川委員。 

○早川直彦委員 事務局のほうで、これ、調べて、何かまだ、まだ全然調べてなきゃ、何

か調べてわかるところがあれば、説明していただきたいんですが。 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） ありますか。 

○議会事務局長（鈴木美智雄君） 今、手元には、正式に説明することはないです。 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） 今のところ、ないということで、もうちょっと

皆さんで考えたいと思いますので、よろしいでしょうか。 

（異議なしの声あり） 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） 御異議なしと認めます。 

 この際、委員の皆さんから何かありますでしょうか。 

（進行の声あり） 

○広報広聴特別委員長（蟹井智行議員） ありがとうございます。 

 以上をもちまして広報広聴特別委員会を閉会といたします。ありがとうございました。 

午前１０時１０分閉会 

 

 

 


